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4
月
3
日

（
日
）、
清
瀬
け

や
き
ホ
ー
ル
で

清
瀬
久
留
米
支

部
第
54
回
定
期

大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
支

部
四
役
の
み
な

さ
ん
の
感
想
と

新
年
度
の
抱
負

を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
以

下
掲
載
し
ま
す
。

今
年
も
昨
年

同
様
の
会
場
に

お
い
て
、
代
議

員
の
参
加
の
中

で
行
わ
れ
た
こ

と
は
、
皆
様
の

御
協
力
あ
っ
て

の
賜
物
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
三
年
目
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KIYOKURU俳句と川柳KIYOKURU俳句と川柳
今年もやります！今年もやります！
６月から申し込み開始予定
です。詳細は後日発表されま
す。お楽しみに！

年
に
一
度
の
大
切
な
支
部
大

会
。
慣
れ
親
し
ん
だ
仲
間
同
士

で
も
、
こ
の
日
だ
け
は
少
々
緊

張
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
年
間
の
運
動
方
針
、
各
専

門
部
か
ら
の
力
強
い
提
案
が
出

さ
れ
、
3
時
間
と
い
う
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て

も
充
実
し
た
大
会
で
し
た
。

感
染
症
収
束
の
際
に
は
、
楽

し
く
出
陣
式
も
行
い
た
い
も
の

で
す
。

新
年
度
ス
タ
ー
ト
へ
の
火
蓋

は
切
ら
れ
ま
し
た
。
団
結
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

副
委
員
長　

尾
芦　

富
雄

昨
年
同
様
感
染
拡
大
に
伴
う

半
日
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
と

て
も
時
間
が
少
な
い
中
で
も

中
々
会
え
な
か
っ
た
仲
間
の
安

否
確
認
が
出
来
た
事
、
久
し
ぶ

り
に
話
が
出
来
た
事
、
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ

が
な
く
な
り
、
今
ま
で
通
り
仲

間
達
と
共
に
労
働
運
動
や
イ
ベ

ン
ト
・
交
流
会
を
何
も
気
に
せ

ず
出
来
る
環
境
に
な
る
事
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
担
当
し
て
い
る
専
門
部

も
盛
り
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
者
、
そ
の
家
族

の
為
に
全
力
で
立
向
う
所
存
で

行
く
つ
も
り
で
す
。
是
非
と
も

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
清
瀬
・
久
留
米

支
部
の
仲
間
の
皆
様
に
は
協
力

し
て
頂
き
た
い
！

副
委
員
長　

笹
原　

康
弘

コ
ロ
ナ
禍
で
ち
ゃ
ん
と
し
た

大
会
が
で
き
ず
残
念
で
し
た

が
、
昨
年
の
総
括
を
終
え
、
今

年
度
の
方
針
に
向
か
っ
て
ま
た

一
年
頑
張
っ
て
色
ん
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

副
委
員
長　

川
村　

裕
也

大
会
は
ち
ょ
っ
と
時
間
オ
ー

バ
ー
だ
っ
た
け
ど
ス
ム
ー
ズ
に

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
書
記
さ

ん
も
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
何
年
も
活
動
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
が
な
く
な
っ
て
元
に
戻

っ
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
も
そ
う

願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

新
役
員
は
去
年
と
変
わ
っ
て

な
い
け
ど
も
、
今
年
こ
そ
コ
ロ

ナ
の
収
束
を
願
っ
て
、
前
の
よ

う
に
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た
り
支

部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

副
委
員
長　

五
十
嵐
留
夫

半
日
と
し
て
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
が
、
急
な
変
更
も
大
会

準
備
委
員
皆
様
の
的
確
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
や
、
ス
ム
ー
ズ

な
議
事
進
行
に
よ
り
す
べ
て
の

提
案
、
報
告
の
承
認
を
受
け
大

会
は
大
成
功
い
た
し
ま
し
た
。

組
合
活
動
が
制
限
さ
れ
る

中
で
一
部
の
活
動
や
機
関
会

議
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
組
合

活
動
の
根
幹
で
あ
る
群
会
議
を

再
開
す
る
こ
と
と
な
り
清
瀬
久

新年度役員就任後あいさつをする前川委員長

留
米
支
部
も
徐
々
に
以
前
の
状

態
に
戻
り
始
め
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
組
合
行

事
を
始
め
と
す
る
仲
間
と
の
交

流
な
ど
を
、
注
意
し
な
が
ら
も

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
清
瀬
久
留

米
支
部
と
し
て
新
し
い
出
発
の

年
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

書
記
長　

小
田
澤　

陽
一

突
入
で
す
が
、
昨
年
よ
り
徐
々

に
専
門
部
等
が
、
制
約
の
中
に

お
い
て
動
き
出
し
た
の
は
大
変

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

今
年
の
大
会
も
半
日
と
い
う

短
い
時
間
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
し

っ
か
り
出
来
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

改
め
て
、
私
自
身
の
一
年
の

思
い
を
述
べ
る
と
、
旗
開
き
の

時
に
申
し
上
げ
た
、「
共
有
」・

「
団
結
」
を
常
に
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
意
識
改
革
の
必
要
な
者

が
出
来
得
る
か
も
合
わ
せ
て
注

視
し
て
い
き
、
結
果
等
に
よ
っ

て
は
自
身
の
立
場
を
も
左
右
す

る
こ
と
に
き
っ
ち
り
と
し
た
態

度
を
取
る
覚
悟
で
い
ま
す
。

末
に
な
り
ま
す
が
、
仲
間
づ

く
り
・
イ
ベ
ン
ト
の
大
成
功
・

専
門
部
の
活
性
化
等
に
引
き
続

き
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

執
行
委
員
長　

前
川　

達
夫

第 54回定期大会開催第 54回定期大会開催

今
大
会
で
選
出
さ
れ
た
常

任
執
行
委
員
19
名
の
平
均
年

齢
は
49
歳
で
、
超
高
齢
社
会

の
な
か
に
あ
っ
て
、
東
京
土

建
K
I
Y
O
K
U
R
U
支

部
は
若
き
夢
と
希
望
に
溢
れ

て
い
る
。

10
年
経
っ
た
ら
、
世
の

中
は
ど
ん
な
様
相
で
私
た
ち

の
ま
わ
り
に
ト
グ
ロ
を
巻
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
敗
戦
で

焦
土
化
し
た
日
本
に
、
住

宅
、
水
道
、
電
気
、
橋
梁
、

道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
60

年
余
。
す
べ
て
の
イ
ン
フ
ラ

が
耐
用
限
度
を
こ
え
、
10
年

の
う
ち
に
大
規
模
な
再
建
が

求
め
ら
れ
る
。
建
設
労
働
者

が
、
誇
り
を
も
っ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
を
ど
う
築
く

の
か
、
東
京
土
建
の
真
価
が

問
わ
れ
る
時
代
の
到
来
だ
。

K
I
Y
O
K
U
R
U
支

部
の
若
き
指
導
部
は
、
時
代

を
先
取
り
し
、
き
っ
と
建
設

労
働
者
の
期
待
に
応
え
て
い

く
だ
ろ
う
。
10
年
後
に
は
支

部
の
組
合
員
は
2
千
人
を
こ

え
、「
東
京
土
建
の
日
」「
流

し
ソ
ー
メ
ン
」「
餅
つ
き
交

流
会
」
な
ど
が
盛
況
に
取
り

く
ま
れ
、
青
年
部
も
主
婦
の

会
も
楽
し
く
生
き
い
き
と
活

動
を
展
開
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。

10
年
た
っ
た
ら
、
シ
ニ
ア

友
の
会
仲
間
は
相
当
数
の
メ

ン
バ
ー
が
別
世
界
に
移
動
し

て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、

バ
イ
デ
ン
も
プ
ー
チ
ン
も
、

習
近
平
も
金
正
恩
も
、
安
倍

晋
三
も
岸
田
文
雄
も
、
負
の

遺
産
を
残
し
た
政
治
家
と
し

て
失
脚
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
し
、
憲
法
9
条
が
輝
く

平
和
な
社
会
が
根
づ
い
て
い

る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
姿
を
確

認
し
て
か
ら
天
国
へ
移
動
し

た
い
。三

葉
分
会　

坂
内
三
夫

10
年
た
っ
た
ら

共
有
・
団
結
を

常
に
注
視

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
清
瀬
久
留
米
で

表彰を受ける、徳武社保対部長(左)と橋口青空分会長(右)

新
年
度
ス
タ
ー
ト
の

火
蓋
は
切
ら
れ
た

頑
張
っ
て

色
ん
な
活
動
に
取
り
組
む

今
年
こ
そコロ

ナ
の
収
束
を
願
う

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

清
瀬
久
留
米
支
部
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分
会
・
群
の
運
動
の
基
幹
と

な
る
群
会
議
が
対
面
で
再
開
し

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
十
分
な
話
し
合
い
も
で

き
ま
せ
ん
が
、
群
会
議
こ
そ
東

京
土
建
の
基
礎
組
織
で
す
。
仲

間
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
群

会
議
開
催
へ
向
け
て
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
17
日
（
日
）、
二
年
間

の
自
粛
を
経
て
群
会
議
再
開
で

す
。
清
里
分
会
で
は
群
会
議
に

合
わ
せ
て
一
部
の
群
を
再
編

し
、
群
長
、
群
会
計
も
名
簿
順

の
交
代
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

支
部
執
行
委
員
長

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

副
委
員
長

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

書
記
次
長

砂
川　

恵　

（
書
記
）

本
島　

厚
司
（
書
記
）

高
倉　

一
歩
（
書
記
）

常
任
執
行
委
員

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

砂
川　

修
治
（
清
里
・
電
気
）

西
部　

力　

（
滝
山
・
塗
装
）

清
水　

純　

（
滝
山
・
大
工
）

荒
牧　

幸
好
（
南
町
・
大
工
）

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

長
谷
川
重
之
（
青
空
・
ガ
ラ
ス
）

佐
藤　

峻
史
（
三
葉
・
塗
装
）

す
。
一
年
間
後
継
者
を
探
し

な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

主
婦
の
会
カ
ト
レ
ア
会
長　

柳
本　

留
美
子

清
里
分
会
の
群
会
議
の
よ
う
す

２
年
ぶ
り
の
群
会
議

２
年
ぶ
り
の
群
会
議
がが
各
群
で
再
開

各
群
で
再
開

「
交
代
制
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
の
か
」
と
役
員
の
中
に
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
4
月
13

日
（
水
）
の
分
会
執
行
委
員
会

に
は
全
て
の
群
か
ら
群
長
が
出

席
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
群
会
議
は
ど
う
か
。

こ
ち
ら
も
参
加
率
は
ま
ず
ま
ず

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
9
群
で
は

群
会
議
に
来
た
組
合
員
に
対
し

て
「
○
○
さ
ん
は
2
年
後
に
役

員
が
廻
っ
て
来
る
か
ら
お
ね
が

い
ね
」
と
声
掛
け
を
し
、「
わ

か
っ
て
い
ま
す
、や
り
ま
す
よ
」

と
快
諾
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
つ
な
が
り

を
強
く
す
る
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。

分
会
担
当
書
記　

本
島　

厚
司

定
期
総
会
は
、
昨
年
同
様

議
案
書
と
マ
ス
ク
の
送
付
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

御
意
見
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
支
部
へ
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
組
合
で
は
住
宅

デ
ー
、
流
し
ソ
ー
メ
ン
、
土

建
の
日
な
ど
自
粛
し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
が
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
カ
ト
レ
ア
で
も

積
極
的
に
参
加
し
ま
す
の
で

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

各
群
と
も
全
員
が
参
加
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
も
感
染
対
策
を
徹
底
し

開
催
方
法
を
改
善
し
な
が
ら

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

す
。分

会
担
当
書
記 

池
﨑 

健
司

北
浅
分
会
11
群
で
は
2
年

ぶ
り
の
群
会
議
を
4
月
17
日

（
日
）、
20
時
よ
り
東
久
留
米

市
金
山
町
の
近
藤
工
務
店
事

4
月
よ
り
約
2
年
ぶ
り
に

再
開
し
た
群
会
議
で
す
が
、
三

葉
分
会
11
～
13
群
、
22
、
23
群

は
会
場
の
関
係
や
群
役
員
の
交

代
も
あ
り
、
支
部
会
館
を
使
い

合
同
で
群
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。群
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
作
り
、

各
群
長
が
短
時
間
で
資
料
、
払

込
用
紙
の
お
渡
し
や
署
名
へ
の

日曜健診　実施のお知らせ
５月、６月に日曜院所健診を開催します。先着 60 名限

定ですのでお早めにお申し込みください。申込書は支部
ＨＰ、支部事務所で取り扱っています。
［と　き］５月 29 日、６月 12 日、19 日（日）
［ところ］清瀬診療所
［お問い合わせ］
　支部または診療所（TEL:042-493-2727）へ。

富士見通り診療所で土建健診を受診できます
東久留米市役所近くの「富士見通り診療所」で土建健

診が受けられるようになりました。市内にお住まいの方、
かかりつけの方はぜひご利用ください。
※ 5年に 1度受けられる節目健診は受診できませんので
ご注意ください。

［ところ］東久留米市本町３- ３-23 1F　
　西武バス「東久留米市役所」バス停から徒歩 1 分
　または東久留米駅西口から徒歩 10 分
［連絡先］042-471-2291 
［診療時間］月～土　詳細は診療所または支部 HP へ。

群ごとに仕切った、三葉分会の合同群会議

常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子
（
青
空
・
鉄
骨
）

佐
藤
聖
峻　

（
青
空
・
大
工
）

執
行
委
員

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

関　
　

敏
郎
（
松
竹
・
地
盤
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
）

橋
口　

昌
之
（
青
空・シ
ー
ル
）

渡
邊　

純
一
（
元
塩
・
塗
装
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

工
藤　

重
昭
（
清
里
・
解
体
）

篠
田　

守
俊
（
滝
山
・
土
木
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

蛭
間　

健
二
（
北
浅
・
大
工
）

高
杉　

文
雄
（
南
町
・
型
枠
）

野
々
村
博
人
（
青
空
・
内
装
）

会
計
監
査

相
澤　

義
則
（
元
塩
・
大
工
）

綱
島　

豊　

（
南
町
・
大
工
）

執
行
委
員
待
遇

笹
下　

喜
作
（
青
空
・
電
気
）

務
所
を
お
借
り
し
て
再
開
し
ま

し
た
。
11
群
の
所
属
組
合
員
数

は
8
人
の
う
ち
7
人
が
群
会
議

に
参
加
し
コ
ン
ビ
ニ
納
付
書
、

書
類
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
残

る
一
人
も
会
場
の
近
く
の
方
な

の
で
自
宅
の
郵
便
受
け
に
ポ
ス

ト
イ
ン
し
て
全
員
へ
の
配
布
が

完
了
、
最
後
に
群
会
議
報
告
書

を
記
入
し
、
群
会
議
は
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

分
会
担
当
書
記　

高
倉　

一
歩

北
浅
分
会
の
4
群
と
14
群
は

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
の
部
屋
を

借
り
て
合
同
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
4
月
の
参
加
は
や
や
少
数

2
0
2
2
年
度
支
部
役
員
一
覧

で
し
た
。
群
長
を
長
く
担
っ
て

い
た
仲
間
が
引
退
し
た
こ
と
で

役
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
群

会
計
か
ら
参
加
し
た
仲
間
に
群

役
員
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
丁
寧
に
説
明
を
受
け
た

仲
間
が
前
向
き
に
検
討
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

主
任
書
記　

砂
川　

恵

群
役
員
の名簿

順
の
交
代
を
実
現

5
つ
の
群
が
合
同
で
群
会
議

工
務
店
事
務
所
で
再
開

群
役
員
へ
の協
力
を
呼
び
か
け

主
婦
の
会
カ
ト
レ
ア
よ
り


